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※注 

2016年度環境レポートの認証・登録範囲は「本社・二日市リサイクルセンター」と 

なっております。2019年 4月には有機センターを活動範囲に含めることにより、 

全社活動とします。
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１． 組織の概要 

■社名 福井環境事業株式会社 

■代表者 代表取締役社長 二木 和則 

■所在地 【本社】 

  〒918-8068 福井県福井市角折町第６号１番地 

  TEL(0776)36-4463 FAX(0776)36-4453 

 【二日市リサイクルセンター】 

  〒910-0109 福井県福井市二日市町第１９号８番地 

  TEL(0776)55-3500 FAX(0776)55-3501 

          【有機センター】 

  〒918-8078 福井県福井市更毛町柳谷第 13 号 2 番地 

  TEL(0776)37-1141 FAX(0776)37-1141 

 

■創立 昭和２５年３月 

■資本金 ２，４００万円 

■事業内容 一般廃棄物の収集運搬 

 浄化槽の清掃並びに維持管理 

 下水管の清掃並びに維持管理 

 貯留槽の清掃並びに維持管理 

 土木工事業、とび・土工工事業、管工事業 

 産業廃棄物の収集運搬 

 再生資源の回収及びリサイクル事業 

 プラスチック原料及びプラスチック製品の再生事業 

 ビルの管理清掃 

 一般貨物自動車運送業 

 貨物運送取扱事業 

 食品リサイクル堆肥製造及び販売事業 

 農作物栽培及び販売事業 

 

■環境管理責任者  堤 彰一  （本社 取締役 営業部長） 

安達 弘幸 （開発事業部次長・二日市リサイクルセンター所長）  

■担当者・連絡先  林 幸央  （本社 総務部課長） 

鎌谷 裕子  （二日市リサイクルセンター 開発事業部業務課主任） 

野村 亮平 （二日市リサイクルセンター 開発事業部業務課） 

■事業概要  

【本  社】           一般廃棄物の収集運搬 

      浄化槽の清掃並びに維持管理 

      産業廃棄物の収集運搬 

      ビルの管理清掃 

      一般貨物自動車運送業 

      貨物運送取扱事業 

【二日市リサイクルセンター】  下水管の清掃並びに維持管理 

      貯留槽の清掃並びに維持管理 

      土木工事業、とび・土工工事業、管工事業 

      産業廃棄物の収集運搬 

      再生資源の回収及びリサイクル事業 

      プラスチック原料及びプラスチック製品の再生事業 

【有機センター】      食品リサイクル堆肥製造及び販売事業・農作物栽培及び販売事業 
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■売上高 1,764 百万円（平成２8年度） 

 

■施設の状況 

【保有車両】 

  本社 二日市ＲＣ 有機センター 全社 

パッカー車 46 台 2 台   48 台 

バキューム車 14 台     14 台 

２t 平ボデー車 6 台 2 台   8 台 

フックロール車 2 台 1 台 1 台 4 台 

ダンプ（１t） 1 台     1 台 

ダンプ（２t）   1 台   1 台 

ダンプ（４t） 1 台 1 台   2 台 

ダンプ（１０ｔ） 
 

 1 台    1 台 

タイヤショベル 1 台   1 台   2 台 

洗浄車 1 台     1 台 

ユニック（６ｔ） 1 台     1 台 

クレーン車（２ｔ）   1 台   1 台 

クレーン車（３ｔ）     1 台 1 台 

アルミバン 2 台   4 台 6 台 

ハイプレー車   1 台   1 台 

ダンパー車   2 台   2 台 

給水車   1 台   1 台 

カメラ車   1 台   1 台 

フォークリフト 1 台 7 台 2 台 10 台 

営業車 7 台 3 台 1 台 11 台 

ホイルローダー     1 台 1 台 

合計 83 台 25 台 10 台 118 台 

 

【施設保管の面積と保管上限量】  積み替え保管施設なし 

【処理施設の種類・処理能力・処理方式・処理工程図】 

   ●本社（収集運搬） 「添付資料 1 収集運搬フロー」参照  

●ごみ処理施設（不燃ごみ選別施設） 

 処理能力：50.1t/日（24時間） 

 処理方式：破袋・選別・圧縮梱包方式 

 処理工程図：「添付資料 2 処理工程図（不燃物）」参照 

●ごみ処理施設（プラスチック製容器包装廃棄物リサイクル施設） 

 処理能力：100.8t/日（24時間） 

 処理方式：選別・破砕・比重分離・造粒方式 

 処理工程図：「添付資料 3 処理工程図（プラスチック）」参照 
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■処理実績 

【本   社】 平成２8年度 （平成２8年４月～平成２9年３月）    
処理方法等 廃棄物等種類 処分方法等 処理量ｔ 

収集運搬 

 

汚泥(し尿)(一廃)   

  

  

  

  

2,466.8  

汚泥(浄化槽)(一廃) 26,960.4  

可燃ごみ(一廃) 27,587.8 

不燃ごみ(一廃) 5,381.4  

容器包装プラ(一廃) 1,498.8  

缶(一廃) 127.5  

びん(一廃) 1,155.9  

乾電池（一廃） 47.5  

ペットボトル(一廃) 191.9  

蛍光灯（一廃） 2.1  

スプレー缶（一廃） 2.3  

紙パック（一廃） 1.0  

可燃ごみ(事業系一廃) 18,975.4  

不燃ごみ(事業系一廃) 1,437.5  

混載（缶・びん・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ）(事業系一廃) 483.0  

発泡ｽﾁﾛｰﾙ・ﾄﾚｰ(事業系一廃) 91.1  

古紙類 71.1  

収集運搬量合計 86391.7 

 

【二日市リサイクルセンター】 平成２8年度 （平成２8年４月～平成２9年３月） 

処理方法等 廃棄物等種類 処分方法等 処理量ｔ 

収集運搬 

廃蛍光灯(一廃)   17.7  

汚泥（産廃） 6,228.9  

廃プラスチック(産廃)  6.2 

廃アルカリ(産廃) 0.7  

燃え殻（産廃） 0.6  

金属屑(産廃) 0.0  

木くず(産廃) 0.0  

がれき類（産廃） 0.8  

収集運搬量合計 6,254.9 

中間処理 

(全て再資源化) 

容器包装プラ（自治体委託） 再資源化（溶融・固化） 2,473.3  

容器包装プラ（容リルート） 再資源化（溶融・固化） 5,217.8  

ペットボトル 再資源化（圧縮・梱包） 335.2  

空缶 再資源化（圧縮・梱包） 438.7  

白色トレー 再資源化（溶融・固化） 20.6  

発泡スチロール 再資源化（溶融・固化） 99.4  

空きびん 再資源化 1,478.3  

資源化物混合 再資源化(圧縮・梱包) 449.2  

原料 再資源化(溶融・固化) 124.4  

再資源化等量     10,636.9 

中間処理合計（全て再資源化）  10,636.9 

最終処分 （無し）  0.0 

最終処分量合計 0.0 
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中間処理 

後の産業 

廃棄物 

最終 

処分 

不燃ごみ（一廃） 破砕選別後、焼却・埋立 82.4 

金属くず混合廃プラ（産廃） 焼却・埋立 15.4  

木くず（産廃） 破砕選別後、燃料化 0.9  

汚泥（産廃） 埋立 37.8  

再
資
源
化
等 

廃プラ（産廃） 破砕選別後、燃料化 3,037.4  

廃プラ（産廃）(溶融プラ塊) 有価物として売却・パレット原料 13.3  

容器包装プラ 有価物として売却 1970.7 

アルミ（圧縮品・有価物） 有価物として売却 294.8  

スチール（圧縮品・有価物） 有価物として売却 240.0  

ペットボトル（圧縮品・有価物） 有価物として売却 447.0  

ペレット（再生原料・有価物） 有価物として売却 2,671.5  

インゴット（再生原料・有価物） 有価物として売却 85.8  

汚泥（産廃） セメント資源化 183.2  

カレット(有価物) 有価物として売却 1,013.0  

資源びん（有価物） 有価物として売却 77.9  

生きびん（有価物） 有価物として売却 98.1  

ＰＥＴフレーク(再生原料・有価物) 有価物として売却 24.6  

再資源化等量小計 10,157.1 

中間処理後処分量合計 10,293.5 
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■廃棄物処理料金 見積書による。 

 

■事業の規模 

【従業員数】  本 社               113名 

二日市リサイクルセンター             80 名  

有機センター              ９名  

【延べ床面積】 本 社 

  社屋 １０９５．１７ ㎡ 

  倉庫 １１１９．６９ ㎡ 

  洗車場 ２２７．８０ ㎡ 

   合 計 ２４４２．６６ ㎡ 

 

 二日市リサイクルセンター 

  Ａ棟（事務所含む） ２４８０．５０ ㎡ 

  Ｂ棟 ２９７５．００ ㎡ 

  Ｃ棟（倉庫棟） ２０４９．２０ ㎡ 

  排水処理ブロワ室 １６．５０ ㎡ 

  休憩棟 ６９．８４ ㎡ 

  通路棟 ５６２．６０ ㎡ 

   合 計 ８１５３．６４ ㎡ 

 

有機センター 

  工場 ５１４．７９ ㎡ 

  事務所 ２９．１０ ㎡ 

合 計 ５４３．８９ ㎡ 

 

■組織図 

 

※2019年4月には有機センターを活動範囲に含めることにより、全社活動とします。 



 

6 

■許可の内容 
許認可 

登録先 
種別 許可・登録の名称 許可・登録の内容 

許可･登録番

号 

許可 

年月日 

有効 

期限 
【一般廃棄物(ごみ関係)】 

福井市 許可 
一般廃棄物 

収集運搬業許可 

ごみ・食品廃棄物・特定家庭用機器再商品化法

第２条第４項の特定家庭用機器及び資源物 
第1号 H28.4.1 H30.3.31 

福井市 許可 
一般廃棄物 

収集運搬業許可 
特別管理一般廃棄物 第2号 H28.4.1 H30.3.31 

坂井市 許可 一般廃棄物処理業許可 事業系ごみ、資源ごみ（食品生ごみ） 15-023 H28.4.1 H30.3.31 

永平寺町 許可 
一般廃棄物（ごみ） 

収集・運搬業 
一般廃棄物（ごみ、その他） 

永平寺町指令 

第40号 
H28.4.1 H30.3.31 

福井市 許可 
一般廃棄物 

処分業許可 
不燃ごみ・その他プラスチック 第4号 H29.4.1 H31.3.31 

福井市 許可 一般廃棄物処分業許可 食品廃棄物 第1号 H28.4.1 H30.3.31 

永平寺町 許可 
一般廃棄物（食品生ごみ）収

集・運搬業 
一般廃棄物（その他）食品生ごみ 

永平寺町指令 

第41号 
H28.4.1 H30.3.31 

鯖江市 許可 一般廃棄物処理業 食品生ごみ 
鯖江市指令 
第6号 

H28.4.1 H30.3.31 

公益財団法人 

日本容器包装 

リサイクル協会 

登録 再生処理事業者登録 

工場名：二日市リサイクルセンター 
素材種別：プラスチック製容器包装 

手法：材料リサイクル 
再生処理能力：21,000トン/年 

- － － 

【一般廃棄物(し尿･浄化槽関係)】 

福井市 許可 浄化槽清掃業許可 浄化槽 第1号 H28.4.1 H30.3.31 

福井市 許可 
一般廃棄物 

収集運搬業許可 
し尿・浄化槽汚泥 第3号 H28.4.1 H30.3.31 

永平寺町 許可 
一般廃棄物（し尿・浄化槽汚

泥）収集・運搬業 
し尿・浄化槽汚泥 

永平寺町指令 

第42号 
H28.4.1 H30.3.31 

永平寺町 許可 浄化槽清掃業許可 浄化槽 
永平寺町指令 

第43号 
H28.4.1 H30.3.31 

坂井地区 

広域連合 
許可 

し尿収集業、 

浄化槽清掃業 
し尿・浄化槽汚泥 

坂井地区広域連

合指令 

総第95号 

H28.4.1 H30.3.31 

福井県 登録 浄化槽保守点検業登録  (福27)第13号 H28.3.1 H33.2.28 

【産業廃棄物】 

福井県 許可 
産業廃棄物 

収集運搬業許可 

燃え殻、汚泥、廃油、廃アルカリ、廃プラスチッ
ク類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属く

ず、「ガラスくず、コンクリートくず（工作物の新
築、改築又は除去に伴って生じたものを除く。）
及び陶磁器くず」、がれき類（これらのうち、自動

車等破砕物を除く、石綿含有産業廃棄物を除
く、特別管理産業廃棄物であるものを除く。）  
以上１2種類 

1801008066 H28.4.15 H33.4.14 

福井県 許可 産業廃棄物処分業許可 
中間処理（溶融・固化） 廃プラスチック類 以上
１種類 

1820008066 H25.5.8 H30.4.10 

【施設関係】 

福井県 許可 
一般廃棄物 

処理施設許可 

処理能力：50.1t/日（24時間） 

施設の種類：ごみ処理施設（不燃ごみ選別施
設） 
処理対象物：不燃ごみ 

第644-2号   

福井県 許可 
一般廃棄物 

処理施設許可 

処理能力：100.8t/日（24時間） 
施設の種類：ごみ処理施設（プラスチック製容

器包装廃棄物リサイクル施設） 
処理対象物：その他プラスチック製容器包装廃
棄物 

廃第162-2号   

【建設業】 

福井県 許可 建設業許可 

土木工事業、とび・土工工事業・石工事業・管工

事業・鋼構造物工事業・ほ装工事業・しゅんせつ
工事業・水道施設工事業 

(般-27) 

第3604号 
H27.5.25 H32.5.24 

【貨物運送】 

中部運輸局 認可 一般貨物自動車運送事業  530000437   
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２． 環境方針 
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３． 環境目標  

 

平成 27年度を基準年度とし、数値目標を本社の収集運搬量及び二日市リサイクルセンターに搬入

された廃棄物中間処理量を分母とする原単位で設定します。 

また平成 28年度に目標の見直しを行い、各削減率が前年度比（平成 27年度）で-2%となるよう

設定します。 

 

１）CO2排出量削減
項目 単位 H27基準 H28目標 H29目標 H30目標 H31目標 H32目標

全社 kg-CO2 5,193,104 5,089,242 4,987,457 4,887,708 4,789,953 4,694,154

本社 kg-CO2 1,200,282 1,176,276 1,152,750 1,129,695 1,107,101 1,084,959

二日市ＲＣ kg-CO2 3,992,822 3,912,966 3,834,706 3,758,012 3,682,852 3,609,195

kWh 6,315,740 6,189,425 6,065,637 5,944,324 5,825,437 5,708,929

kg-CO2 3,978,916 3,899,338 3,821,351 3,744,924 3,670,026 3,596,625

kWh 146,480 143,550 140,679 137,866 135,108 132,406

kg-CO2 92,282 90,437 88,628 86,855 85,118 83,416

kWh 6,169,260 6,045,875 5,924,957 5,806,458 5,690,329 5,576,522

kg-CO2 3,886,634 3,808,901 3,732,723 3,658,069 3,584,907 3,513,209

kWh/ｔ 511.4 501.2 491.1 481.3 471.7 462.3

kg-CO2/t 322.2 315.7 309.4 303.2 297.2 291.2

MJ/t 491.8 481.9 472.3 462.9 453.6 444.5

kg-CO2/t 33.4 32.8 32.1 31.5 30.9 30.2

MJ 16,537,266 16,206,521 15,882,390 15,564,742 15,253,448 14,948,379

kg-CO2 1,107,999 1,085,839 1,064,122 1,042,840 1,021,983 1,001,543

MJ/t 191.0 187.2 183.4 179.7 176.2 172.6

kg-CO2/t 12.8 12.5 12.3 12.0 11.8 11.6

MJ 15,663,586 15,350,314 15,043,308 14,742,441 14,447,593 14,158,641

kg-CO2 1,049,571 1,028,579 1,008,008 987,847 968,091 948,729

MJ/t 180.9 177.3 173.7 170.3 166.8 163.5

kg-CO2/t 12.1 11.9 11.6 11.4 11.2 11.0

MJ 976,757 957,222 938,077 919,316 900,929 882,911

kg-CO2 66,955 65,616 64,304 63,018 61,758 60,522

MJ/t 81.0 79.3 77.8 76.2 74.7 73.2

kg-CO2/t 5.6 5.4 5.3 5.2 5.1 5.0

MJ 571,076 559,654 548,461 537,492 526,742 516,207

kg-CO2 39,233 38,448 37,679 36,926 36,187 35,463

MJ/t 219.8 215.4 211.1 206.9 202.8 198.7

kg-CO2/t 15.1 14.8 14.5 14.2 13.9 13.7

２）廃棄物排出量削減
全社 kg 137,815 135,059 132,357 129,710 127,116 124,574

本社 kg 10,165 9,962 9,762 9,567 9,376 9,188

kg 127,650 125,097 122,595 120,143 117,740 115,385

kg/t 1.06 1.04 1.02 1.00 0.98 0.96

３）節水
全社 m3 73,087 71,625 70,193 68,789 67,413 66,065

本社 m3 2,273 2,228 2,183 2,139 2,097 2,055

m3 70,814 69,398 68,010 66,650 65,317 64,010

m3/t 5.9 5.8 5.6 5.5 5.4 5.3

４）グリーン購入推進

⑤文房具類の購入はグリーン購入法対象品を優先します。

５）化学物質の適正管理

⑥PRTR対象物質は使用しません。

６）環境啓発活動の推進

⑦工場見学の受入、市町村主催の環境展への出展を積極的に行います。

CO2排出量

①

電力消費量

排出係数
0.630(H27)

全社

本社

二日市ＲＣ

②

燃料消費量

収集運搬量(H27年度)
86,592.4t(本社)

2,597.8t(二日市RC)
中間処理量(H27年度)

12,063.9t

全社

本社

本社
（収集運搬業務
　での使用）

二日市ＲＣ
（中間処理）

二日市ＲＣ
（収集運搬）

③ 廃棄物発生量
二日市ＲＣ

④ 水使用量
二日市ＲＣ
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４． 環境活動計画 

 

平成 28年度は、環境目標に対して以下の活動を計画し、目標達成に向けて取り組みました。 

 

環境目標項目 取組内容 担当部門 

①電力消費量削減 

・電気消費量を把握し、各月毎の見直しを実施する。 全社 

・休憩時や待機時の不要照明消灯と機器停止を徹底する。 全社 

・空調設定（冷房 28℃、暖房 20℃)を徹底する。 全社 

・エアコンの保守点検、フィルターの定期清掃を実施する。 全社 

・生産管理データの把握と効率的な操業方法を検討し、工程ロス

削減による稼働時間短縮を図る。 
二日市 RC 

②燃料消費量削減 

・車輌毎の燃料消費量を把握し、各月毎の見直しを実施する。 全社 

・エコドライブを推進する。 全社 

・定期的な収集ルートの見直しや改善を図る。 本社 

③廃棄物排出量 

削減 

・廃棄物排出量を把握し、各月毎の見直しを実施する。 全社 

・印刷用紙使用量を把握し、各月毎の見直しを実施する。 全社 

・社内文書の裏紙利用・両面印刷を推進する。 全社 

・事務所ごみの分別と再資源化を推進する。 全社 

・各処理工程からの廃棄物発生量を抑制する。 

選別作業の教育及び材料の流し方による選別効率の向上 

残渣及び汚泥の水分率の低減 

廃プラ残渣の固形燃料化、排水処理汚泥のセメント原燃料化 

残渣のごみ質把握による廃棄物の安定的な再資源化 

二日市 RC 

④節水 

・水使用量及び井水使用量を把握し、各月毎の見直しを実施する。 全社 

・定期的な漏水チェックをおこない、垂れ流しを防止する。 全社 

・浄化槽点検や工場排水の水質検査を定期的におこない、環境 

負荷の軽減を図る。 
二日市 RC 

⑤グリーン購入 

推進 

・グリーン購入対象品を優先的に購入する。 

・購入品を把握し、各月毎の見直しを実施する。 
全社 

⑥化学物質 

適正管理 

・PRTR 対象物質を使用しない。 

・各化学物質の使用量を把握し、各月毎の見直しを実施する。 

・使用時及び購入時には所定の保管場所に保管できているか確認

する。 

二日市 RC 

⑦環境啓発活動 

推進 

・事業活動・環境活動の状況を自社ホームページ、 

・環境活動レポートで公表し情報公開を進める。 
全社 

・工場見学の受入を積極的におこなう。 

・市町村主催の環境展への出展や地域の活動への参加等、地域の 

方と積極的に環境コミュニケーションを図る。 

二日市 RC 
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５． 環境目標の実績 

 

平成 28年度の実績値は、以下の通りです。 

（１）CO2排出量削減

項目 単位 目標 実績 削減率 評価

全社 kg-CO2 5,089,242 3,990,189 -21.6% 達成

本社 kg-CO2 1,176,276 1,180,590 0.4% 未達

二日市ＲＣ kg-CO2 3,912,966 2,809,599 -28.2% 達成

kWh 6,189,425 4,388,595 -29.1% 達成

kg-CO2 3,899,338 2,764,815 -29.1% 達成

kWh 143,550 136,277 -5.1% 達成

kg-CO2 90,437 85,855 -5.1% 達成

kWh 6,045,875 4,252,318 -29.7% 達成

kg-CO2 3,808,901 2,678,960 -29.7% 達成

kWh/ｔ 501.2 399.8 -20.2% 達成

kg-CO2/t 315.7 251.9 -20.2% 達成

MJ/t 481.9 424.0 -12.0% 達成

kg-CO2/t 32.8 28.8 -12.1% 達成

MJ 16,206,521 16,208,800 0.0% 未達

kg-CO2 1,085,839 1,094,735 0.8% 未達

MJ/t 187.2 187.6 0.2% 未達

kg-CO2/t 12.5 12.7 1.1% 未達

MJ 15,350,314 15,362,123 0.1% 未達

kg-CO2 1,028,579 1,038,192 0.9% 未達

MJ/t 177.3 177.8 0.3% 未達

kg-CO2/t 11.9 12.0 1.2% 未達

MJ 957,222 1,049,396 9.6% 未達

kg-CO2 65,616 71,930 9.6% 未達

MJ/t 79.3 98.7 24.3% 未達

kg-CO2/t 5.4 6.8 24.3% 未達

MJ 559,654 861,179 53.9% 未達

kg-CO2 38,448 58,709 52.7% 未達

MJ/t 215.4 137.7 -36.1% 達成

kg-CO2/t 14.8 9.4 -36.6% 達成

（２）廃棄物排出量削減

全社 kg 135,059 145,145 7.5% 未達

本社 kg 9,962 9,595 -3.7% 達成

kg 125,097 135,550 8.4% 未達

kg/t 1.0 1.3 22.9% 未達

（３）節水

全社 m3 71,625 74,072 3.4% 未達

本社 m3 2,228 3,209 44.1% 未達

m3 69,398 70,863 2.1% 未達

m3/t 5.8 6.7 15.8% 未達

（４）グリーン購入推進
⑤ 文房具類の購入はグリーン購入法対象品を優先しました。

（５）化学物質の適正管理
⑥ PRTR対象物質は使用していません。

（６）環境啓発活動の推進
⑦ 工場見学の受入、市町村主催の環境展への出展を積極的に行いました。

CO2排出量

①

電力消費量

排出係数
0.630

全社

本社

二日市ＲＣ

②

燃料消費量

収集運搬量(H28年度)
86,392.6t(本社)

6254.9t(二日市RC)
中間処理量(H28年度)

10636.8t

全社

収集運搬無関係
含む（本社）

収集運搬業務
（本社）

中間処理
（二日市ＲＣ）

収集運搬
（二日市ＲＣ）

③ 廃棄物発生量

二日市ＲＣ

④ 水使用量

二日市ＲＣ
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６． 環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容 

 （１）電力消費量の削減 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

結果 

 

[全社] 

･環境教育により従業員に周知徹底し、休憩時や不在時の設備や照明について、一定の手順を 

定め、停止する対策を継続的におこなった。 

[本社] 

･本社の事業活動における電気消費量は年間で 5.1%の削減となった。空調設備や井水ポンプ 

の入替をおこなったことが大幅な削減につながった。 

[二日市 RC] 

･中間処理の受託量減少に伴い、工場の操業を 3 交代シフトから 2 交代シフトに変更して操業 

時間を短縮した。その結果、前年度に比べて年間の消費電力を約 30％削減でき、電気消費 

原単位は約 20%の削減ができた。 

･今期も引き続き 5S 活動の強化を図り、メンテナンス不足や汚れ等による設備及び機器性能 

の低下を防止し、能力を最大限発揮した効率的な稼働、生産管理データを有効活用し、負荷 

の少ない安定的な稼働をおこなった。 

評価 [本社] 

･毎月の使用量を集計し前年対比をする中で、増減の要因を突き止め、効果的な活動を継続的 

に実施できた。 

[二日市 RC] 

･受託量の減少に合わせて年度当初にシフト変更を行ったため、処理量に合わせて効率的な操

業ができたことから、原単位での削減目標が達成できた。 

･設備的な低減対策の検討を進めたが、今年度は実施できなかった。 

次年度の

取組内容 

[本社] 

･今年度は設備入替により大幅な削減となったが、全社単位でみると本社の事業活動による電 

気消費量はわずかなものであるので、引き続き教育等により従業員に周知徹底し、目標の達 

成を目指す。 

[二日市 RC] 

･平成 29 年度の受注量に合わせて生産計画とシフト体制を見直し、工場全体の効率的な人員 

配置と操業計画で稼働を行い、目標の達成を目指す。 

･引き続き、設備的な低減対策の導入を検討する。 

【節電啓発ステッカー】 

【５S活動 啓発ポスター】 

【電気消費量の達成状況（全社）】 

【二日市 RC における電力消費量原単位の推移】 

達成 
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 （２）燃料消費量の削減 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

                                                          

 

  

   

  

 

 

 

 

 

結果 

 

[全社] 

･環境教育により従業員に周知徹底した。全業務車両に貼付したエコドライブ啓発ステッカー 

の修繕等をおこなった。 

[本社] 

･一部の収集運搬ルートの見直しを実施したことが削減につながり、年間での燃料総量及び原 

単位ともに削減したが、目標は未達となった。 

[二日市 RC] 

･今年度は当事業所の主力であるプラ製容器包装再商品化の受託量が減少し、分母である中間

処理量も大幅減となったが、市町村の委託選別業務等は処理方法を変更せず実施したため、

見かけ上未達となった。 

･収集運搬は車輌を用いた清掃業務の受注が少なく、汚泥運搬等の運搬業務がメインだったが、

作業開始前の点検や作業手順書に基づいた効率的な作業実施に努めたため、目標達成となっ

た。 

評価 [本社] 

･一部のルートの見直しを実行し、燃料消費に係る負荷削減につなげたことは評価できるので、 

目標達成に向けて定期的に収集ルートの見直しを図る必要がある。 

[二日市ＲＣ] 

･目標は未達となったものの、部門特性に合わせた効果的な活動ができた。 

･場内での車輌使用方法や収集運搬業務における事前ルート確認の徹底など、無理無駄のない

効率的な業務を実施した。 

次年度の

取組内容 

[全社] 

･車輌の更新時には、低燃費型やハイブリット車の導入を優先する。 

[本社] 

･各部門でルートの見直しをおこなう範囲を広げ、業務の効率化及び労働安全とのバランスが 

取れた活動を進めていく。 

[二日市 RC] 

･平成 29 年度の受注量に合わせて生産計画を見直し、工場全体の業務の効率化と燃料使 

用量の効果的な削減を図り、目標達成を目指す。 

【燃料消費原単位の達成状況（全社）】 

【エコドライブ啓発ステッカー】 

達成 
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 （３）リサイクル率の維持向上・廃棄物発生量の削減 

 

 

     

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

結果

 

[全社]  

･環境教育による従業員への周知徹底、各部門での廃棄物量把握・記録を継続した。 

[本社] 

･環境教育による周知徹底を継続的に行い、従業員の廃棄物削減の意識が継続して高かったた

め、目標達成となった。 

 [二日市 RC] 

･目標未達の要因として、排水処理汚泥を再資源化施設の受入停止期間に搬入できず、埋立処

分した影響が大きい。 

･従来、RPF 原料として産廃処理していた PET 系樹脂（ボトル・シート）を有価物として 

売却し、再生原料（ペレット）にリサイクルするという取組みを開始した。 

評価 [本社] 

･新たな取組みを始めるのは難しかったため、従来の活動を継続的におこなってきたが、 

活動内容は十分であり、大幅な目標達成となった。 

[二日市 RC] 

･各部門でのリサイクル率向上策及び廃棄物抑制対策を継続的に行うことができた。 

･排水処理汚泥の再資源化施設の受入停止予定を前もって把握し、可能な限り再資源化に回せ

るよう調整すること。 

次年度の

取組内容 

[本社] 

･引き続き教育等により従業員に周知徹底し、継続的に効果的な活動を行っていく。 

[二日市 RC] 

･引き続き各部門でのリサイクル率向上策の実施、廃棄物発生量の把握と抑制対策の実施を継

続していく。 

【分別ごみ箱の設置】 

【廃棄物発生量の推移（全社）】 

 
未達 

【廃棄物発生量の状況（全社）】 
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（４）節水 

  

 

  

  

 

 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果                                                          [全社]  

･環境教育により従業員に周知徹底し、各所に貼付した節水啓発ステッカーを修繕した。 

･水使用量把握・記録を継続した。 

[本社] 

･期中に流量計が設置されていることが判明し、地下水の使用量が計測できるようになった

が、稼働日数×計画取水量の推計値と実測値に大きく差があったため、今期は大幅な目標未

達となった。 

[二日市 RC] 

･井水の流量計設置が難しいため、稼働日数×計画取水量での推計となっている。そのため今 

期も活動計画に基づく行動目標に対する取組結果の評価を行ったが、浄化槽点検や定期的な 

工場排水の水質検査実施等、環境負荷低減に向けた取り組みが実施できた。 

評価 [本社] 

･従来井水は稼働日数×計画取水量での推計となっていたが、流量計の設置が判明したことに 

より、実態に基づいた数値把握ができるようになった。 

[二日市 RC]  

･設備的な低減対策は講じることができなかったが、部門別活動計画に基づいて、各部署での 

行動目標が継続的に達成できていた。 

次年度の

取組内容 

[本社] 

･年度途中より集計方法が変更となったため年度比較は難しいが、上水だけでも実測値での評

価をおこない、効果的な活動をおこなっていく。 

[二日市 RC]  

･引き続き節水及び排水管理を徹底するほか、浄化槽点検や工場排水の水質検査も定期的に行 

い、環境負荷低減に向けた取組みをおこなう。 

･さらなる節水を意識し、雨水の使用や水圧の調整等、設備的な低減対策について継続して検 

討し、有効策が見つかった場合は導入する。 

未達 

【水使用量の推移（全社）】 

【節水啓発ステッカー】 
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 （５）グリーン購入の推進 

結果 [全社] 

･事務用品の購入実績を月ごとに集計を行い、状況を把握した。 

･購入物品の中で環境配慮製品でないものをリスト化し、切替えが可能なものについて順次購 

入を検討していくこととなった。 

評価 [全社] 

･目標値の設定はなかったものの、購入物品のうち 6 割程度はグリーン購入製品であった。 

･購入先が限られる中で、グリーン購入品への切替えは困難な状況であったが、リストを活用 

し、グリーン購入品の範囲を広げることができた。 

次年度の

取組内容 

[全社] 

･引き続き購入品のリスト化を継続し、状況を把握していく方法で進めていく。 

 

  （６）化学物質の適正管理 

結果 [二日市 RC] 

･各化学物質使用量の把握を月ごとに集計を行い、状況を把握した。 

･購入した資材の MSDS を入手し、適切な使用方法等を従業員に周知徹底した。 

評価 [二日市 RC] 

･化学物質使用量は主に排水処理施設で使用しているが、投入材料の処理量及び性状により使 

用量が変化する。そのため使用の削減等が難しいことから、数値目標の設定は行っていない。 

･適正な管理を環境活動の取組みとしており、手順書に基づき適正に管理されていることを確 

認した。 

次年度の

取組内容 

[二日市 RC] 

･手順書に従い、MSDS の読み合わせ及び化学物質漏えいの緊急訓練を実施する。 

 

  （７）環境啓発活動 

結果 [全社] 

･自社ホームページ及び環境活動レポート等での環境情報発信を積極的に行った。 

[二日市 RC] 

･工場見学の受入を積極的に行い、実際のリサイクル工程を見てもらうことで、分別する際の 

イメージを持ってもらい、分別の促進につなげた。（件数：14 件、人数：579 人） 

･説明員が公民館等に出向き、講演をおこなった。（外部講演 件数：３件、人数：134 人） 

･市主催の環境イベントに出展、説明員を派遣し、リサイクルフローやリサイクル品の展示説 

明、容器包装プラ利用製品の配布をおこなった。（福井市環境フェア） 

評価 [全社] 

･当社の環境に関する取組みが評価され、「第 20 回環境コミュニケーション大賞」で優良賞を 

受賞した。 

[二日市 RC] 

･昨年度と比べ、見学件数及び人数ともに減少したものの、小中学生から一般市民まで幅広い 

見学者層に適切に対応できていた。 

･工場見学及び外部講演は、人数制限や時間等は十分な安全対策を行うことが可能な範囲内で、 

主催者側の意向をなるべく組み入れられるような体制作りを行った。 

･また見学対象に合わせて説明員を変えるほか、配布パンフレット等の説明資料も対象に合わ 

せて変更しており、見学者の方から理解しやすいと好評をいただいた。 

次年度の

取組内容 

[全社] 

･環境活動を積極的に行い、情報公開を推進する。 

[二日市 RC] 

･引き続き、工場見学の受入や地域環境活動等への参加を積極的に行う。 

達成 

達成 

達成 
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７． 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

当社が遵守しなければならない環境関連法規等は以下の通りです。 

遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。 

また、関係当局からの違反等の指摘は過去３年間以上なく、訴訟等もありませんでした。 

本社 二日市RC

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

- 遵守

遵守 遵守

- 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

- 遵守

- 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

- 遵守

- 遵守

フロン排出抑制法

・特定製品の管理者の責務

・管理者判断基準の遵守

・フロン類算定漏洩量等の報告

○規制対象を確認。

○日常点検を実施した。

○定期点検を実施した。（年1回）

○法規の違反及び訴訟等はなかった。

プラスチック製容器包装再

生処理ガイドライン

・再生処理施設の基本要件

・再生処理施設の収率基準

・施設ガイドライン

・再生処理施設操業管理マニュアル

・プラ製容器包装再商品化製品品質基準

○基本要件を満たしていることを確認。

○月毎に収率を算出、基準を満たしていることを確認。

○基準を満たしていることを確認。

○操業管理基準を満たした適切な操業を実施。

○毎月の品質測定結果より、問題がないことを確認。

福井市公害防止条例

・事業者の責務(積極的に公害防止に努める)

・規制基準の遵守義務(公害原因物質の発生･排出･飛散防止)

・特定工場設置届　・事故後の措置

○法規の違反及び訴訟等はなかった。

○施設設置時に特定工場設置届を届出。

○事故はなかった。

二日市地権者協定書 ・公害防止基準の遵守
○排水(月1回)、騒音/振動/臭気/大気測定(年2回)を

　定期的に実施、基準値を上回るものはなかった。

福井県自然環境保全条例 ・事業者の責務(自然環境保全のための自助努力) ○法規の違反及び訴訟等はなかった。

福井県環境影響評価条例
・事業者の責務
　(環境負荷低減のための自助努力、環境影響評価の実施)

○法規の違反及び訴訟等はなかった。

福井市環境基本条例
・事業者の責務
(公害防止、自然環境を適切に保全するために必要な措置を講ずる責任)

(自助努力及び行政が行う施策に協力する努力責務等)

○法規の違反及び訴訟等はなかった。

福井県環境基本条例
・事業者の責務
(公害防止、自然環境を適切に保全するために必要な措置を講ずる責任)

(自助努力及び行政が行う施策に協力する努力責務等)

○法規の違反及び訴訟等はなかった。

労働安全衛生法

・事業者の責務(労働者の安全と健康のための努力)

・名称等を通知すべき危険物及び有害物

・作業主任者を選任すべき作業

○法規の違反及び訴訟等はなかった。

○貯蔵または取扱い場所にSDSを配布。

○作業主任者を選任して管理を実施。

消防法

・指定可燃物の貯蔵、取扱い

・防火管理者の選任

・火災報知機の設置(工場500m3以上)

・屋内消火栓の設置(工場700m3以上)

・消防用設備等の点検と報告

○設置時に届出。貯蔵規定、取扱規定を遵守した。

○防火管理者を選任している。

○火災報知機を設置、点検を実施した。(年2回)

○屋内消火栓を設置、点検を実施した。(年2回)

○事故及び法令違反はなかった。

毒物及び劇物取締法

・水酸化マグネシウム、希硫酸、苛性ソーダ

・盗難又は紛失の防止

・劇物の表示

○規制対象を確認、SDSを最新版にした。

○盗難紛失防止対策とし保管庫を設置・施錠。

○保管庫･貯留タンクに「医療用外劇物」と表示。

特定化学物質障害予防規則
・対象物質(希硫酸)

・特定化学物質等作業主任者の選任
○特定化学物質作業主任者を選任。

特定特殊自動車排ガス規制法

・規制対象車輌

・事業者の責務(排ガス排出抑制）

・規制対象車輌の使用制限

○規制対象を確認。

○法規の違反及び訴訟等はなかった。

○基準適合表示、少数特例表示を付したものを使用。

道路運送車輌法

・点検及び整備の義務

・日常点検整備の実施

・定期点検整備の実施

・道路運送車両の検査(車検)

○定期的な点検･整備を実施した。

○使用前には必ず日常点検をおこなった。

○定期点検を実施した。(年2回)

○道路運行車輌は決められた時期に車検を受けた。

省エネルギー法

・特定事業者

・エネルギー管理統括者、企画推進者の選任

・第二種エネルギー管理指定工場等の指定

・中長期計画の作成(年1回)　・定期報告(年1回)

○特定事業者に該当する。

○エネルギー管理統括者、企画推進者を選任した。

○第二種エネルギー管理指定工場に該当する。

○中長期計画の作成、定期報告をおこなった。(年1回)

浄化槽法

・設置または変更時の届出

・保守点検・清掃、定期検査

・浄化槽清掃業の許可または変更時の届出

○設置時、福井市に届出。

○保守点検(年3回)、清掃及び定期検査(各年1回)実施。

○各市町村に届出、許可証の交付(2年毎)

水質汚濁防止法

・特定施設設置届

・排水基準の遵守

・測定・記録　　・事後時の措置

・事業者の責務(事業活動に伴う排水管理及び水質汚濁の防止)

○設置時、福井市に届出。

○基準値を上回るものはなかった。

○定期的な測定(月1回)の実施。

○事故。法令違反、法規違反及び訴訟等はなかった。

排水基準を定める省令
・生物化学的酸素要求量　・浮遊物質量

・水素イオン濃度

○定期的な測定(月1回)の実施。

○基準値を上回るものはなかった。

容器包装リサイクル法 ・事業者の責務(分別排出の協力) ○分別排出の実施。

廃棄物処理法

・事業者の責務(事業活動により生じた廃棄物の適正処理)

・一廃収集運搬業、処理業、処理施設設置許可

・産廃収集運搬業、処理業の許可

・保管基準の遵守

・許可業者に委託(一廃は許可証確認、産廃は契約)

・マニフェスト発行･返送遅延時届出、交付状況報告

・専ら再生利用を目的の収集･運搬業者に委託

・報告の徴収

○福井県及び各市町村に届出、許可証交付済。

○保管場所に表示、保管基準を遵守している。

○委託先の許可証を確認し、控えを保管。

○マニフェスト発行・返送遅延はなかった。

○マニフェストの交付状況を提出。(年1回)

○福井県に報告をおこなった。(1年毎)

資源有効利用促進法 ・事業者の責務(再資源化のための自助努力) ○法規の違反及び訴訟等はなかった。

環境保全活動･環境教育推

進法

・民間団体等の責務
(環境保全活動、環境教育を自ら進んで行うように努める)

○全従業員対象で環境教育を行った。(年1回)

○地域の清掃活動等に積極的に参加した。

環境配慮事業活動促進法 ・事業者の責務(事業活動に関し、環境情報の提供を行う) ○HPや見学会等による対外的広報活動。

国等による環境物品等の調

達の推進等に関する法律
・事業者の責務(物品購入時はできる限り環境物品等を購入する) ○再生紙･グリーンマーク製品を優先購入した。

循環型社会形成推進基本法 ・事業者の責務(廃棄物の発生抑制) ○廃棄物の発生抑制、リサイクルを実施。

地球温暖化対策の推進に関

する法律

・事業者の責務
(温室効果ガス排出抑制、行政が行う施策に協力する責務等)

○法規の違反及び訴訟等はなかった。

法令名称 適用される要求事項
遵守状況

遵守確認事項

環境基本法
・事業者の責務
(公害防止、自然環境を適切に保全するために必要な措置を講ずる責任)

(自助努力及び行政が行う施策に協力する責務)

○法規の違反及び訴訟等はなかった。
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８． 処理施設の維持管理に関する記録 

二日市リサイクルセンターでは、事業活動を行うにあたって、大気や水質等への影響を生じないよ

う、独自に維持管理に関する取組みをおこなっています。 

当センターで管理している項目は以下の通りです。 

No. 区分 測定頻度 測定地点 測定項目 自主管理値 市条例・法令 測定結果 判定 測定結果 判定

騒音（朝） 70dB(A) 70dB(A) 52dB(A) ○ 59dB(A) ○

騒音（昼間） 75dB(A) 75dB(A) 58dB(A) ○ 62dB(A) ○

騒音（夕） 70dB(A) 70dB(A) 56dB(A) ○ 57dB(A) ○

騒音（夜間） 65dB(A) 65dB(A) 53dB(A) ○ 57dB(A) ○

振動（昼間） 65dB 65dB 45dB ○ 42dB ○

振動（夜間） 60dB 60dB 44dB ○ 39dB ○

悪臭（臭気指数） 18以下 18以下 <10 ○ <10 ○

悪臭（臭気強度） 3以下 3以下 <2.5 ○ <2.5 ○

0.1mg/m
3
以下 －

0.2mg/m
3
以下 －

0.1mg/m3以下 0.1mg/m3以下

0.2mg/m3以下 0.2mg/m3以下

アルキル水銀化合物 不検出 － 不検出 ○ 不検出 ○

水銀又はその化合物 0.005mg/L以下 － 0.0005未満 ○ 0.0005未満 ○

カドミウム又はその化合物 0.3mg/L以下 － 0.01未満 ○ 0.009未満 ○

鉛又はその化合物 0.3mg/L以下 － 0.01mg/L ○ 0.01mg/L ○

六価クロム化合物 1.5mg/L以下 － 0.02未満 ○ 0.02未満 ○

ヒ素又はその化合物 0.3mg/L以下 － 0.01未満 ○ 0.01未満 ○

セレン又はその化合物 0.3mg/L以下 － 0.01未満 ○ 0.01未満 ○

単位容積重量 1.0g/cm3以下 － 0.04g/cm3 ○ 0.04g/cm3 ○

水分 40％以下 － 7.8% ○ 2.1% ○

灰分 10%以下 － 4.9% ○ 13.8% △
※

可燃分 50%以上 － 87.3% ○ 84.1% ○

低位発熱量 15MJ/kg以上 － 29.0MJ/kg ○ 28.1MJ/kg ○

塩素含有量 6％以下 － 0.28% ○ 0.07% ○

単位容積重量 1.0g/cm3以下 － 0.25g/cm3 ○ 0.29g/cm3 ○

水分 40％以下 － 30.0% ○ 25.9% ○

灰分 10%以下 － 4.0% ○ 3.4% ○

可燃分 50%以上 － 66.0% ○ 70.7% ○

低位発熱量 15MJ/kg以上 － 21.4MJ/kg ○ 23.0MJ/kg ○

塩素含有量 6％以下 － 1.87% ○ 0.58% ○

単位容積重量 1.0g/cm3以下 － 0.10g/cm3 ○ 0.09g/cm3 ○

水分 40％以下 － 15.0% ○ 11.4% ○

灰分 10%以下 － 4.1% ○ 3.3% ○

可燃分 50%以上 － 80.9% ○ 85.3% ○

低位発熱量 15MJ/kg以上 － 26.7MJ/kg ○ 28.3MJ/kg ○

塩素含有量 6％以下 － 4.92% ○ 3.23% ○

単位容積重量 1.0g/cm3以下 － 0.89g/cm3 ○ 0.83g/cm3 ○

水分 40％以下 － 0.1未満 ○ 0.1未満 ○

灰分 10%以下 － 1.5% ○ 1.6% ○

可燃分 50%以上 － 98.5% ○ 98.4% ○

低位発熱量 15MJ/kg以上 － 33.0MJ/kg ○ 33.0MJ/kg ○

塩素含有量 0.3％以下 － 0.09% ○ 0.10% ○

0.04～0.06

ppm以下

0.003

ppm

7 排水処理汚泥
年2回

（6ヶ月毎）

汚泥コンテナ

にて採取

（汚泥状）

6

大気質

（運搬車両の走

行に係る項目）

年2回

（6ヶ月毎）

敷地境界

（1個所）

11 溶融プラ塊
年2回

（6ヶ月毎）

造粒機にて

採取

（塊状）

8 手選別残さ
年2回

（6ヶ月毎）

手選別残渣

ベールから

採取

（製品袋・

シート状）

9 浮上分離残さ
年2回

（6ヶ月毎）

脱水機出口

にて採取

（フラフ・フ

レーク状）

10 遠心分離残さ
年2回

（6ヶ月毎）

遠心分離機

出口排出口

にて採取

（フラフ・フ

レーク状）

0.003

ppm
○

浮遊粒子状物質

0.082

mg/m3

0.020

mg/m3 ○

二酸化窒素濃度
0.04～0.06

ppm以下

（1時間値の1日平均値）

0.135

mg/m
3

0.049

mg/m
3 ○

（1時間値）

○

○

○

0.07

mg/m3 ○
（1時間値の1日平均値）

0.15

mg/m3

0.13

mg/m3 ○
（1時間値）

0.13

mg/m3 ○

○

5

大気質

（施設の稼働に

係る項目）

年2回

（6ヶ月毎）

敷地境界

（1個所）
粉じん濃度

2 振動
年2回

（6ヶ月毎）

敷地境界

（1個所）

3 悪臭
年2回

（6ヶ月毎）

敷地境界

（1個所）

H28年上半期 H28年下半期

1 騒音
年2回

（6ヶ月毎）

敷地境界

（1個所）

 
※ 手選別残渣灰分 

自社管理値を超過したが、この時期に残渣や異物発生量が増加した事実は認められなかったため、サンプリング時に灰分の多い異物

（金属、土砂、がれき等）が多く混入したことが原因であると推定される。手選別残渣はＲＰＦ化しているが（外部処理）、燃料化へ

の影響はなかったため、生産管理上での異物の増減に注意し、経過を見ることとした。 
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９．   代表者による全体評価と見直し結果 

 

代表者は、全体の取組状況の評価結果に基づき、毎年１回計画の見直しを行います。 

 

  （１）代表者による評価 

●環境目標及び環境活動計画は前年度の結果を踏まえて見直しを図った。電力消費原単位と燃

料消費原単位は達成したが、廃棄物発生原単位及び水使用原単位は目標未達となった。 

 

●本社と二日市リサイクルセンターでは業務内容が異なり、全社単位での評価が難しいことか

ら、平成 27年度（前年度）より両者の数値を無理に合わせることなく、必要に応じて集計

方法等を変更して評価を実施している。 

今年度も引き続き、業務ごとの集計・評価を行い、部門ごとの問題点や課題を明らかにした

上で、部門特性に基づいた効果的な活動を実施した。  

 

●本社は活動 2年目であったが、環境負荷に係ることを数値化し、前年対比することにより、

本社業務の中での問題点・課題が明らかとなり、効果的な活動ができていた。本社業務では

燃料消費の増減が活動結果に大きな影響を与えることを従業員が認識しており、各々が考え

て行動するという姿勢が見られたほか、電力に係る設備更新により大幅な削減ができた。3

年目に入り、活動内容がマンネリ化し改善効果が停滞することが想定されるが、各々が考え

て行動するという姿勢を継続させることが今後の課題である。 

 

   ●二日市リサイクルセンターは今まで積み上げてきた実績により、環境負荷にかかる数値の経 

年的な変動を可視化し、傾向把握や変動要因等の分析が可能になり、業務改善につながって

いる。作業手順書の見直しや業務の効率化も合わせて推進し、環境負荷削減と費用対効果の

点から優先順位を設定し実施しており、有意義な活動となっているので、今後も継続的に行

っていくこと。 

    

●次年度も本社と二日市リサイクルセンター相互の情報の共有化及び環境教育の充実に重点を

置き、活動を発展させていくこと。また、社内での取組みを客観的に評価し、新たな改善活

動や効果的な設備投資につなげるために、省エネ診断等の受診を検討すること。 

 

  （２）代表者による見直し・指示 

●環境方針は業務の内容を踏まえて再度見直ししたが、適切な内容であり、特に変更の必要は

ない。環境目標及び環境活動計画も環境方針に沿った内容で適切に運用されており、適宜見

直しされていて問題はない。また全従業員に対する環境関連教育や、環境コミュニケーショ

ン、緊急事態訓練実施等、環境経営システムも有効に機能している。 

 

●環境目標及び環境活動計画は前年度の結果を踏まえて見直しを図り、十分な内容だったが一

部目標未達項目があった。未達項目については原因を究明し、目標達成となるよう各部門の

業務運営方法の改善と合わせて活動内容の見直しを図ること。 

 

●活動結果を数値として可視化した上で、評価し、改善につなげることは重要であるが、結果

として表れる数値の評価だけでなく、取り組み姿勢や周知度など環境経営システム全体の安

定性を評価する必要がある。そのために年1 回の内部監査の実施を必須としているが、今年

度の内部監査は計画に基づき効果的に実施されていたので、次年度以降も計画書に基づき、

滞りなく実施すること。 
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１０． その他の取り組み 

 環境活動に関連して、その他の取り組みについて報告します。 

 

  （１）緊急事態対応訓練 

収集車の火災が発生すると、周辺環境や通行人の方に重大な被害を及ぼす恐れがあります。 

また二日市リサイクルセンターでは容器包装プラスチックやペットボトルなどの多くの可 

燃物を扱っており、これらに引火して火災が発生した場合、周辺環境への影響は大きなも 

のとなります。 

そのため、普段からの火災予防に加え、緊急対応を適切に行うことにより従業員と近隣住 

民の安全及び火災による環境汚染を防止することを目的として、防災訓練（緊急事態対応 

訓練）を実施しました。 

  

     ① 本社 車両火災訓練の実施 

■実施日 平成 29年３月３０日（木） 

  ■訓練内容  ごみ集積所に出された燃やせないごみの中に混入していた可燃性異物 

（ライター等）が収集車内部で発火して周りのごみに引火し、火災が発生した 

と想定。車両火災対応手順書に従って、連絡・避難・消火の訓練を実施した。 

■訓練の状況 

 

［消火器使用方法指導］         [消火器の放水訓練] 

 

     ② 二日市リサイクルセンター 防火訓練の実施 

 

■実施日 平成 2８年９月１6日（金） 

 ■訓練内容 容器包装プラスチックベールに混入していた可燃性異物（ライター等）が

機械内部で発火してプラスチック材料に引火し、火災が発生したと想定。  

                  防火・火災対応手順書に従って、連絡・避難・消火の訓練を実施した。 

■訓練の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    [消火栓の放水訓練]         [担架による救護訓練] 
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  （2）環境啓発活動の推進 

 

    ① 施設見学の積極的な取り組み 

当社では、主に家庭から分別回収された資源ごみをリサイクルしていることから、市民の 

方々や小学生などの施設見学を積極的に受け入れています。 

 

■見学内容        ○ 会議室での施設紹介DVDの上映 

〇 分別方法やリサイクル制度についての説明 

             ○ 場内で実際の作業現場を見学 

                  ○ 質疑応答 

 

■見学実績     平成 28年度    ・学校の社会科見学（512名） 

（小学校 6校・中学校2校・高校 1校・大学1校） 

                    ・市民の方々（65名） 

■見学の様子 

 

［会議室での説明の様子］          [場内見学の様子] 

 

     ② 環境展への参加 
◇平成 28年10月 8日開催の福井市環境フェア(福井市主催)に協賛し、ブースを出展しまし

た。当社説明員を派遣し、説明やリサイクル製品の配布を行いました。 

 

■出展内容        ○ リサイクルフローの説明 

                    ○ リサイクル制度の説明 

                    ○ リサイクル製品の展示・配布 

 ○ 分別の仕方等に関する説明 

 

■当日の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［展示の様子］             [リサイクル製品配布の様子] 
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    ③ 出張講演会の様子 

市民の方を対象とした出張講演会を行いました。プラスチック製容器包装のリサイクルを推進

するためには、家庭での分別が重要であることを説明し、分別方法についての理解を深めてい

ただきました。 

■出張講演実績     平成 28年度    ・3件 134名 

■当日の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                [講演会の様子] 

   

  （３）固定買取制度による太陽光発電事業「二日市ソーラー発電所」 

 

二日市リサイクルセンターの屋根上に 300kW の太陽光発電設備を設置し、2013年2月か

ら本格発電を開始しました。平成 28年度は予想発電量 284,109kWhに対し、発電実績は

369,834kWhと順調に発電をおこないました。太陽光発電を見学ルートに加え、環境教育・

啓発活動に貢献しています。 

 

 

[2016年度 発電実績] 
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  （４）環境コミュニケーション 

 

  【環境コミュニケーション大賞】 

環境省と一般社団法人地球・人間環境フォーラムが主催する第 20回環境コミュニケーション

大賞において、「福井環境事業株式会社 環境活動レポート 2015年度版」が環境活動レポー

ト部門で優良賞を受賞しました。今後も環境コミュニケーションへの取組みを推進するととも

に、環境活動レポートを通じて環境情報の開示を図ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[表彰式の様子]                   【表彰状】 

              

  （５）行政との連携 

 

【福井県 廃棄物減量化宣言事業所】 

廃棄物の発生抑制・リサイクル・適正処理を認識し、ゼロエミッションに向けた廃棄物減量化

等に取り組むことを宣言し、福井県からの認定証をいただきました。 

減量化やリサイクルに向けて、今後も更なる取組みを実施していきます。 

 

【ふくいマル優エコ事業所】 

ごみの削減等に積極的に取り組む福井市内の優良事業所として、福井市より認定をいだたきま

した。当社の活動を広く他の事業所へ広報することにより、事業者のごみ削減、分別等の意欲

高揚の推進につながっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [廃棄物減量化宣言事業所 認定証]    [ふくいマル優エコ事業所 認定証] 



 

 

添付資料１ 収集運搬フロー  
①一般廃棄物（し尿・浄化槽）収集運搬フロー 

回収エリア 処分先

収集運搬

収集運搬

収集運搬

福井市 境浄化センター

さかいクリーンセンター坂井市

勝山・上志比クリーンセンター永平寺町
 

 

②家庭系一般廃棄物収集運搬フロー 
処分先

可燃物 福井市クリーンセンター
回収エリア 焼却

福井市 収集運搬 不燃物 広域圏清掃センター
埋立

プラスチック製容器包装・
空き缶・ペットボトル・ 福井環境事業
空きびん・蛍光灯 二日市リサイクルセンター

中間処理（選別）

可燃物・不燃物 広域圏清掃センター
埋立

空き缶 Ｃ・ネット
坂井市 収集運搬 中間処理（選別）

福井環境事業
プラスチック製容器包装 二日市リサイクルセンター

中間処理（選別）

可燃物・不燃物 広域圏清掃センター
埋立

プラスチック製容器包装 福井環境事業
永平寺町 収集運搬 空き缶・ペットボトル 二日市リサイクルセンター

中間処理（選別）  
 

③事業系一般廃棄物収集運搬フロー 
処分先

福井市、坂井市、永平寺町
福井市クリーンセンター

収集運搬 焼却

広域圏清掃センター
収集運搬 埋立

福井環境事業　二日市リサイクルセンター
収集運搬 中間処理（選別）

福井環境事業　有機センター
収集運搬 堆肥化

回収エリア、対象物

生ごみ

可燃物

不燃物

資源物
空き缶・ペットボトル・空きびん

 
 

④産業廃棄物収集運搬フロー 
処分先

福井県 　
燃え殻
汚泥 福井環境事業
廃油 二日市リサイクルセンター
廃アルカリ
廃プラスチック類
紙くず 収集運搬
木くず

　 繊維くず
ゴムくず
金属くず
ガラス・コンクリート・陶磁器くず
がれき類

回収エリア、対象物
福井県産業廃棄物処理公社

武生環境保全

エコクリーン

エコシステム

 

勝山・上志比衛生センター 



 

 

添付資料２ 処理工程図（不燃物）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

添付資料３ 処理工程図（プラスチック）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

汚泥 

排水処理設備 

最終処分場へ 
（埋立処分） 


